












intercanine lingual，犬歯間幅径と intercanine lingualとの差に，E群で intermolar lingualに，
ともに負の相関関係が認められた。 
2. 因子分析にて，動的矯正治療後の歯列弓形態変化について， B 群では，第一因子に叢生の再発
と歯列弓幅径，第二因子にオーバージェットの変化と犬歯トルクが，E 群では，第一因子に叢生の再
発と犬歯間幅径，第二因子に第一大臼歯部が抽出された。 
3. 重回帰分析から，下顎前歯部叢生の再発に，B 群で第一大臼歯間幅径が，E 群で犬歯間幅径と
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